
「助け合えるグループ」にするには？ 

 

 

１ リーダーが率先して助けられを実践 

これで助け合いをしようという機運が生まれる 

２ グループで助け合いができる機会を設ける 

「○○さんを誰か助けてあげて」とか 

３ 悩みを出し合う場をセットする 

例会の終わりに。相談コーナーを設けるなど 

４ メンバーをご近所同士で仲良しの関係に 

ご近所へ戻れば、助け合いのチャンスは生まれる 

５ 助け合いのコーディネーター役を配置 

仲介者はできれば世話焼きさんにやってもらおう 

６ 仲間同士のそれぞれの「小さな助け合い」を推奨する 

例会などで、その実践をほめるとか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


